


家庭決算書の特徴



　　　　



 

　　　

 

　　



はじめに

　

　

 

日本初！複式簿記を応用した「新・家庭経営ソフト」

　クレジットカードの普及、有価証券投資、各種ローンやキャッシングの発達など、家計を取り

巻くマネー事情は多様化しています。複雑な取引を総合的に管理するためには、どれほど使い勝

手を工夫しても単式簿記の家計簿には限界があって、企業会計で用いている複式簿記を応用する

しかないことは専門家の間では“常識”でした。しかし、企業会計ソフトをそのまま家計簿に転用し

ても、「借方」「貸方」といった簿記の知識がない人には利用してもらえません。

簿記の知識がない人にも、一般的な家計簿ソフトを使いこなす感覚で利用できる複式簿記ソフト

が作れないものか――。そうした目的で開発したのが「家庭決算書」です。

2002年11月、プレジデント社発刊の「家庭決算書」の付録として第一弾のCD-ROMソフトを発表

してから９年。利用者の声を反映して操作性の向上や機能性の拡充に取り組み、今回ダウンロー

ド版としてリリースすることができました。

「家庭決算書」は日々の取引の一つ一つが「消費損益計算書」と「財産対照表（バランスシ

ート）」に連動しているので、企業経営者が財務諸表から経営状況を読み取る感覚で、家計の全

体状況をリアルタイムで把握することができます。

クレジットカードをよく利用する方、有価証券投資を行っている方、住宅ローンを抱えている方

やパスモ・スイカなどを利用されている方にも、とくにお勧めしたい「家庭経営ソフト」です。

　　　（開発者／依田宣夫・公認会計士）

 

    「 家庭決算書」XP版

　　　　 会計期間　　　　１月１日から１２月３１日まで

　　　　　簿　　記　　　　　家庭簿記（家庭用複式簿記）

　　　　ダウンロード版　　（株）ベクターにて販売

　　　http://www.vector.co.jp/soft/winnt/home/se485979.html

　　　　販売価格　　　　　　１,２６０円（税込）

 

 

「Windows７」および「Vista」への対応について

 

　   「 家庭決算書」XP版の、「Windows７」および「Vista」への

http://www.vector.co.jp/soft/winnt/home/se485979.html


　　現時点での対応は、以下のHPで、マイクロソフトより無料にて

　　提供されている「Microsoft 　Virtual PC」をご利用いただき、

　　お客様のPCの中に、XPの環境を別途構築し、その中で弊社の

　　ソフトをご利用いただくようお願い致します。

    

　　　　　「Vista版」　　　　　　　　　　　

　　　　　　　 「Microsoft Virtual PC」

 

　　　　　「Windows７版」　　　　　　　　　

　http://windows.microsoft.com/ja-JP/windows7/products/features/windows-xp-mode

　　　　　　　http://www.microsoft.com/japan/windows/virtual-pc/default.aspx

 

 

 

 

http://www.microsoft.com/japan/windows/products/winfamily/virtualpc/default.mspx
http://windows.microsoft.com/ja-JP/windows7/products/features/windows-xp-mode
http://www.microsoft.com/japan/windows/virtual-pc/default.aspx


「科目について」　　財産対照表（１）資産

 

「科目」について
     家庭決算書では、一般的に使われている科目と、必要と思われる科目を設定

  してあります。

財産対照表と消費損益計算書の科目と内容は、次のとおりです。

 

科目というのは、計算を行うひとつの単位として、その内容を分かりやすく、

簡潔に表現するために設けられたものです。

科目の設定は、本来、自由に行うことができますが、この際注意すべき点は、

自分たちが分かりやすい名称をつけ、一度決めた科目の名称はできるだけ変

えないようにすることです。これは将来、科目ごとに比較したり、推移を見た

り、分析する上で役に立つことになるからです。

 

　財産対照表の科目と内容（１）資産

  

科　目 　　　　　　　　　内　　　　　容

資　産  

 

現　金

紙幣・硬貨などの通貨（国内・外国）を記録するために用いる

勘定科目で、小切手、トラベラーズチェックなどの通貨代用証

券も含まれます。

普通預金
銀行、郵便局、信用金庫など金融機関の預貯金を記録するため

の勘定科目

定期性預金
銀行、郵便局、信用金庫など金融機関の定期性の預貯金を記録

するための勘定科目

その他預金
外貨預金、当座預金、通知預金、定期預金、金銭信託、社内預

金などを記録するための勘定科目

土　地 自己所有の土地を記録する勘定科目

建　物 自己所有の建物と建物付属設備を記録するための勘定科目

マンション 自己所有のマンションを記録する勘定科目

有価証券
株式、公社債、証券投資信託の受益証券などを記録するための勘

定科目

保険積立金 保険の解約返戻金を記録を記録するための勘定科目

車　両
自己所有の車、自動二輪で売却可能なものを記録するための勘

定科目

売却可能な高 金地金、ピアノ、家具、宝飾品、書画骨董などで売却可能な　



額品 高額品を記録するための勘定科目

その他資産
敷金、保証金、借地権、他人に対する貸付金、立替金や前払い電子マネー

などを記録するための勘定科目



「科目について」　　財産対照表（２）負債と正味財産

 

  

　財産対照表の科目と内容（２）負債と正味財産

 

負　債  

住宅ローン
住宅の購入・増改築に伴う代金の銀行・住宅金融公庫などか

らの借り入れを記録するための勘定科目

その他借入金 金融機関・友人などからの借り入れを記録するための勘定科目

カード未払金
クレジットカードによる購入代金の未払い分で、後日、銀行預金

などから引き落とされるものを記録するための勘定科目

未払金
諸資産の購入代金の未払い額、消費代金の未払い額などの金額を記録する

ための勘定科目

その他負債
一時的に現金などを受け入れた預り金、科目が決まらない仮受金

や後払い電子マネーなどの金額を記録するための勘定科目

正味財産  

家族財産

相続や贈与によって家族（父、母、兄弟姉妹、祖父母ほか）から

譲り受けた財産、および結婚によって得た財産の金額を記録する

ための勘定科目

留保財産
給与収入、資産の運用などによって蓄積された財産の金額を記録

するための勘定科目

当期消費損益
当年度の消費生活の結果としての損益（財産の増減）を示す金額

を記録するための勘定科目



「科目について」　消費損益計算書（１）収入

 

　　　消費損益計算書の科目と内容（１）収入

 

   

科　目 　　　　　内　　　　　容

収　入  

給　料
勤務先からの毎月の勤務手当てなどの支給額、諸手当なども含

んだ総額の金額を記録するための勘定科目

賞　与
勤務先から臨時に支給される手当の金額を記録するための勘定

科目

家族収入
家族の人がパート・アルバイトなどで得た収入の金額を記録す

るための勘定科目

年金・その他
年金、講演料、原稿料など臨時収入の金額を記録するための勘

定科目



「科目について」消費損益計算書（２）消費１

 

　　消費損益計算書の科目と内容（２）消費１

 

 

  

消　費  

税金等  

（所得税） 所得に係わる国税の金額を記録するための科目

（住民税） 所得に係わる地方税の金額を記録するための科目

（社会保険料）
健康保険料、厚生年金保険料、雇用保険料などの金額を記録す

るための科目

（その他税金） 固定資産税、都市計画税などの金額を記録するための科目

日常生活費  

（食料費）
家で取る食事のための主・副材料費などの金額

を記録するための科目

（通信費）
電話代、切手、はがき代、TV受信料、宅配便送料などの金額を

記録するための科目

（交通費）
交通費、通勤・通学費、ガソリン代などの金額

を記録するための科目

（水道光熱費） 電気、ガス、水道料などの金額を記録するための科目

（新聞図書費） 新聞、雑誌、書籍代などの金額を記録するための科目

（消耗品費）
家事、台所用品、園芸用品、一般雑貨などの代金の金額を記録

するための科目



「科目について」消費損益計算書（２）消費２

 

 

　　　　　消費損益計算書の科目と内容（２）消費２

 

 

 

その他生活費  

（外食費） 家庭外で取る食事代金などの金額を記録するための科目

（交際費）
慶弔贈答品、手土産、来客接待費などの金額を記録する

ための科目

（医療費）
医療に関わる諸費用、薬品代などの金額を記録するため

の科目

（旅行費）
家族旅行、娯楽・行楽などのレジャー費などの金額を記

録するための科目

（教育費）
学費、PTA・給食費、学習塾・お稽古代、文具代、教科書

・参考書代などの金額を記録するための科目

（衣料費）
和洋服などの衣料費、靴、アクセサリー、クリーニング

代などの金額を記録するための科目



「科目について」消費損益計算書（３）特別収入と特別消費

 

　　　　　消費損益計算書の科目と内容（３）特別収入と特別消費

 

特別収入  

受取利息・受取

配当金

預貯金の利息・株式などの配当の金額を記録するための勘定科

目

受贈給付金
祝い金、報奨金、クレジットカードの割引、保険などの給付金

の金額を記録するための勘定科目

資産評価益
不動産・有価証券などの評価益の金額を記録するための勘定科

目

有価証券売却益

他

不動産・有価証券・車などの売却益の金額を記録するため

の勘定科目

特別消費  

住宅ローン支払

利息

住宅の購入・増改築に伴う借入金の支払利息の金額を記録

するための科目

その他支払利息
教育・自動車ローン、カードローンなど住宅ローン以外の

借入金の支払利息の金額を記録するための科目

資産評価損
不動産、有価証券、車などの評価損の金額を記録するため

の科目

有価証券売却損

他

不動産、有価証券、車などの売却損などの金額を記録する

ための科目



現金入力（１）

現金入力（１）

現金の入出金があった場合は､ここで入力します。

　　　

　　　日　付：日付のプルダウンメニューをクリックするとカレンダーが表示

されます｡

カレンダー から入出金のあった日を選択すると、日付が入力さ

れます。

 

　　　内　容：購入品の内容を記録する摘要欄です｡商品名、店名などを直接

入力します｡

この摘要欄は空白のままでも構いません。

 

　　　相手科目：科目のプルダウンメニューをクリックすると科目一覧が表示

されます｡

該当科目をクリックすると科目が入力されます｡科目の入力を

間違えたときは､正しい科目を選び直してクリックすると､

正しい科目が入ります。

 

　　　　入出金：その金額が現金に入ってきたもの(現金を増加させた)か、出て

いったもの(現金を減少させた)かによって､「入金／出金」の

いずれかを選択します。

 

（注）普通預金口座への現金の「入金」および「出金」は、

普通預金入力で処理します。

　　　           　

　　　　金　額：消費税込みの金額を直接入力します。

 

　　　　※消費税と本体価格を分けて管理することができます。

　　　　　　消費税と本体価格を分けて管理する時は､本体価格を当該科目に､

消費税額を｢税金等－その他税金｣に入力します。

　　　　　

　　　登　録：入力が済むと､『登録』ボタンがクリックできる  状態になり ます｡

『登録』ボタンをクリックすると､下の一覧表に追加されます。

 

 





　現金入力（２）

 

　現金入力（２）

 

訂正・複写・削除：

一覧表から､「訂正・複写・削除」したいデータがある場合には、その行の「訂正・複写・削除」

ボタンをクリックすると､その行に記入されたデータの「訂正・複写・削除」ができます。

 

 





普通預金入力（１）

 

　　普通預金入力（１）
 

普通預金の入出金に関するものは､ここで入力します。

 

普通預金の入力画面では、｢初めの財産対照表｣で登録した

銀行口座ごとに人出金額を入力します。

銀行ロ座を変更する場合は､左上の口座選択のプルダウン

メニューから銀行ロ座を選択し､クリックしてください｡

画面が切り替わります。

 

 

（注）普通預金口座への現金の「入金」および「出金」は、

普通預金入力で処理します。

 

 

 　預貯金通帳の入金・出金を見て、定期的に入力するように心がけましょう。

 

 

 





　普通預金入力（２）

 

　　普通預金入力（２）

 

　　　入力·削除などの操作方法は｢現金｣に準じます。

 

 





カード購入1

 

 　クレジット カードによる購入や支払いをした場合、ここで入力します。

 

　（１） 入力画面を開き、カード購入をクリックします。

（２）次に、カード会社選択をクリックすると、入力した会社が表示されます。

　　そこで、入力する会社をクリックします。（例えばACBカード会社）

（３）カード会社を選択したら、次に日付を選択し、内容（レストランで食事）

　　　　を入力します。

（４）相手科目（その他生活費/外食費）を科目一覧から選びます。

（５）カード払いをした金額を、入力します。

（６）金額の入力が終了したら、登録キーをクリックします。

 

        登録キーをクリックすると、下のACBカード会社の入力台帳の増加欄に

　　入力金額が記入され、ACBカード会社の新しいカード未払金の残高が

    表示されます。

          





カード購入２

 

         １、  カード代金の支払期日における普通預金からの引き落とし

 

　　　支払期日に、カード代金が普通預金から引き落とされた場合の

　　　処理は、次のようになります。

 

　　（１）入力処理の普通預金をクリックします。

　　（２）次に、口座選択から銀行を,選択します。

　　（３）そして、日付と内容を入力し、

　　（４）相手科目（カード未払金/ACBカード）を選択し、

　　（５）引き落とされた金額を入力し、登録キーをクリックします。

 

　　　この処理は、自動的に「カード購入」の減少欄に入力されます。

 

　２、カードのポイント割引の処理

 

　　   普通預金から引き落としのときに、購入金額のX％を割り引かれて代金

　　　決済された場合には、

 

      上記のカード代金が普通預金から引き落とされた処理（１）〜（５）

　　　の後に、

 

　　（１）入力処理の「現金・普通預金以外」をクリックし、

　　（２）「科目１」に「カード未払金」/「科目２」に特別収入「その他」

　　　　　を選択し、

　　（３）カードのポイント割引金額を入力し、登録キーをクリックします。

 

　　　　この結果、自動的に「カード購入」の減少欄に入力され、

　　　　カード未払金の残高は、正しい金額になります。

 

　　





現金·普通預金以外の入力

 

　　現金·普通預金以外の入力
 

｢現金·普通預金以外｣の入力画面は､｢現金｣｢普通預金｣の入出金に

関連しない取引で､かつ、クレジットカードを利用しなかった場合

に使用します。

 

　　　　　　｢現金·普通預金以外｣の科目入力に関しては、

　　　　　　　科目１（左方－ひだりかた）

　　　　　　　科目2（右方－みぎかた）

　　　　　の選択方法に運用ルールがあります。

 

「資産科目」·「消費科目」は、

科目１（左方－ひだりかた）を選択すると金額が増える

科目2（右方—みぎかた）を選択すると金額が減る

 

「負債科目」·「正味財産科目」·「収入科目」は、

　科目１（左方－ひだりかた）を選択すると金額が減る

　科目2（右方—みぎかた）を選択すると金額が増える

 　　　

　　　　　（例)　教育ローンで入学金２０万円を支払った

 

　　科目１｢消費一教育費｣ / 科目２｢負債－その他借入金｣

 　　　　

　　　　　（例)　 オートローンで自家用車１５０万円を購入した

 

 　　　科目１｢資産一車両｣　/ 科目２｢負債－その他借入金｣　

 

　（例)マンションの時価評価額(資産価値)が８０万円下がった場合

 

　　　　　　　　科目１｢特別消費一資産評価損｣ / 科目２｢資産－マンション｣

 

          （例)　500,000円で購入した有価証券を450,000で売却したときの

差額50,000円の処理方法 

 

             科目１｢特別消費一有価証券売却損｣ / 科目２｢資産一有価証券｣

 

            一般的な家庭では､以下のような取引が発生した場合に、

            この画面を利用します。　　                            

①　負債(クレジットカードを除<､住宅ローン､その他借入金､

未払金､その他負債などの借入金)で資産を購入した場合

②　負債(クレジットカードを除<､住宅ローン､その他借入金､



未払金､その他負債などの借入金)で消費を行った場合

③　クレジットカードの決済時に割引(割戻し)が発生した場合

④　資産の評価益や配当益が発生した場合

⑤　資産の評価益（又は損）が発生した場合

⑥　資産の売却益（又は損）が発生した場合

⑦　定期性預金､その他預金に受取利息が発生した場合

⑧　遺産や贈与を｢現金｣｢普通預金｣以外で受け取った場合

 

 

 

 

 

 

 





月次の家庭決算書（１）財産対照表

 

月次の家庭決算書（１）財産対照表

 

この画面の「家庭決算書」は、月次の財産対照表と消費損益計算書を

表示します。

 

ここでは、現金や普通預金などの入力処理をした結果が、科目

ごとに分類、集計されて月次の財産対照表と消費損益計算書に

表示されます。

 

毎日、入力後その月を選択し、財産対照表または消費損益計算

書のタブをクリックすると、入力の結果が、すぐに、財産対照

表と消費損益計算書に表示されます。

 

月次の財産対照表と消費損益計算書に表示される「当期消費損益」

は、今年の該当月まで働いて、自力で築き上げた財産の金額を

表しています。

  

また、月次の財産対照表と消費損益計算書に表示されている金額は、

「年の終わりに」の時価評価の決算処理をする前の金額です。

 

 





月次の家庭決算書（２）消費損益計算書

 

月次の家庭決算書（２）消費損益計算書

 

消費損益計算書には、合計欄にその月の金額が表示され、累計

欄に今までの合計金額が表示されます。

 

消費損益計算書に表示されている「当期消費損益」は、今年の

該当月まで働いて、自力で築き上げた財産の金額を表して

います。

 

 

 





分析（１）科目月別残高

 

 

　科目月別残高

 

　ここでは、選択した科目ごとに月別の残高(財産対照表)の推移または

合計金額(消費損益計算書)の推移を表示します。

 

　分析欄の科目月別残高をクリックし、左側の科目選択から分析したい科目を

選んでクリックすると、右側に選択した科目の月別の残高(財産対照表)または

合計金額(消費損益計算書)が表示されます。

 

選択した科目の月別の残高(財産対照表)または合計金額(消費損益計算書)は、

月次家庭決算書の財産対照表と消費損益計算書の金額と一致しています。

　

同時に、下の欄に選択した科目の月別の残高(財産対照表)の推移または

合計金額(消費損益計算書)の推移の棒グラフが表示されます。

  

また、CSVへの書き出しおよび印刷も可能なので、エクセルを利用して

食料費などの分析をしたり、毎月プリントアウトしたりしてコメントなどを書き

込むことも出来ます。

 

（参考）　

この科目月別残高を利用すると、年末調整や確定申告に利用できる保険料や

医療費等の合計金額が簡単に把握できます。

 

 





分析（２）科目日別明細

 

　科目日別明細

 

　ここでは、選択した科目の一ヶ月間の取引の内訳明細を表示します。

 

　科目月別残高の月次の取引の内訳明細を確認したい場合、「月」を選択し、

右側の明細欄をクリックすると、確認したい月の「日別」明細が表示されます。

 

「日別」明細には、会社の元帳と同じように、選択した科目の１ヶ月間の取引

の明細がすべて表示されます。ここでは、科目別・月別・日別に家庭での取引が

明らかになります

 

また、CSVへの書き出しおよび印刷も可能なので、エクセルを利用して

日常生活費などの分析をしたり、毎月、プリントアウトし、コメントなどを書き

込むことも出来ます。

 

 





予算実績対照表 （１）財産対照表

 

　　予算実績対照表  　

 　　　　各科目ごとに一年間の予算（年次予算）と一ヵ月ごとの予算（月次予算）

　　　を設定し、実績と比較をして予算管理に利用することができます。

　　　　　　　　　　　　　　　　

 　１、財産対照表

　　　　各科目ごとに一年間の予算（年次予算）と一ヵ月ごとの予算（月次

　　　　予算）を設定することができます。

 　　　　各科目ごとの実績の金額は、入力処理した金額が自動的に計算されて

表示されます。

　　　　予算以内であれば、緑色で表示されます。

　　　　予算をオーバーしている場合には、赤色で表示されます。

 

　　　（注意）

　　　予算の場合、財産対照表と消費損益計算書の当期消費損益の金額が、

　　　一致しない可能性があるため、財産対照表の予算の留保財産は、計算され

　　　ないように作られています。

 

 

 

 





予算実績対照表 （２）消費損益計算書

 

　２、消費損益計算書

 

　　　　各科目ごとに一年間の予算（年次予算）と一ヵ月ごとの予算

　　　（月次予算）を設定することができます。

 　　　各科目ごとの実績の金額は、入力処理した毎月の合計金額が自動

　　　　的に計算されて表示されます。

　　　　消費損益計算書の毎月の合計残高および累計額と一致します。

　　　　消費支出の金額が予算以内であれば、緑色で表示されます。

　　　　一方、予算をオーバーしている場合には、赤色で表示されます。

 

 





年の終わりに（１）時価評価

　

　　年の終わりに

 

　時価評価

　　　　　　　　　今年度末に、この画面で財産対照表の資産の再評価を行い

ます。

 

 





年の終わりに（２）本年度の家庭決算書

 

　　本年度の家庭決算書

 

　　　　　　　　これで決算後の本年度の家庭決算書が完成します。

　　　　　　　「財産対照表」のタブをクリックすれば本年度の財産対照表を

見ることができます。

「消費損益計算書」のタブをクリックすれば消費損益計算書を

見ることができます。

　当期消費損益は、今年１年間働いて、自力で築き上げた

 財産の金額を表しています。

 

　





年の終わりに（３）本年度の財産対照表

 

　　　本年度の財産対照表

 

　　　「財産対照表」のタブをクリックすれば、決算後の本年度の

　　　　財産対照表を見ることができます。

　　　　当期消費損益は、今年１年間働いて、自力で築き上げた

　　　　財産の金額を表しています。

 

 





年の終わりに（４）本年度の消費損益計算書

　　本年度の消費損益計算書

　　「消費損益計算書」のタブをクリックすれば、決算後の

　　消費損益計算書を見ることができます。

　　当期消費損益は、今年１年間働いて、自力で築き上げた

　　財産の金額を表しています。

 

 





年の終わりに（５）　来年度開始時の留保財産

 

　　　留保財産

 

　　　　「留保財産」は、今まで働いて、自力で築き上げた財産の金額

        です。

 　　　「当期消費損益」は、今年１年間働いて、自力で築き上げた財産

       の金額です。

 

　　　来年度開始時の留保財産

　　　　　　　 本年度の決算書の留保財産と当期消費損益を合計したものが、

　　　　来年度開始時の留保財産になります。

 

　　　　画面では、本年度の決算書の留保財産と当期消費損益、来年度

　　　開始時の留保財産が自動的に計算されて表示されます。

 





年の終わりに（６）来年度開始時の財産対照表

　

　　　来年度開始時の財産対照表

 

　　　　　　　　　来年度開始時の財産対照表が表示されます。

　　　　　　　　この画面を印刷して、来年度のはじめの財産対照を作成する

ときに、利用できます。

 

 



 

　　　

 

 



オプション（１）

 

　オプション（１）

 

消費損益計算書の日常生活費およびその他生活費の科目は、

一般的な科目が設定されています。

この科目以外に、自分で新しく設定したい補助科目を追加する場合には、

科目名を入力して「追加」ボタンを押してください。

このオプションキーを利用して、３０科目までの日常生活費および

その他生活費の科目の追加ができます。

ただし、一度「閉じる」ボタンを押して科目を確定すると、これ以降、名称の変更は

出来ますが、削除はできません。

この場合は、金額をゼロにすることで対応してください。

 



オプション（２）

 

　　　　　　　　　オプション（２）参　考

 

　　　　　　　　　追加しておくと便利な科目

　　　

住居費 家賃、修繕費、設備維持費など

家具・家事用品費 家電品、寝具、インテリアなどの代金

保険料 生命保険、損害保険の保険料

金融手数料
口座振替、振込手数料、クレジットカードの会

費など

雑費 科目分けのしづらい少額の費用

現金過不足 現金残高の過不足や使途不明金を調整する科目

小遣い 使途自由な小遣い

その他費 その他生活費で科目分けのしづらい費用

 

 

　　　　　　　　　　　　よく利用するお店の名を科目名に使う

　　　

レシートの総額を入力して、例えば食費と消耗品費に分類する手間を省く

 

・・・スーパー費 ・・・スーパーで使った代金を一括して計上

＊＊＊コンビニ費 ＊＊＊コンビニで使った代金を一括して計上

レストランXX費 レストランXXで使った代金を一括して計上

＊＊＊ゴルフ費 ＊＊＊ゴルフ店で使った代金を一括して計上

XXX楽器費 XXX楽器店で使った代金を一括して計上

 

 

　　　　趣味やショッピングに使ったものを細かく別科目にする

 

ファッション費 外出用衣料や贅沢衣料

美容費 美容院代・エステ代

化粧品費 化粧品

靴・バッグ費 靴やハンドバッグ

旅行・レジャー費 レジャー・娯楽費用

アクセサリー・小物費 アクセサリー・革小物・腕時計



クリーニング費 クリーニング代

日常衣料費 下着、ストッキングなど

酒・タバコ費 酒・タバコ代を食費と別管理

会食・喫茶費 外食代、喫茶代

昼食・惣菜費 テイクアウトの弁当や惣菜費を食費と別管理



家庭決算書　「Q　&　A」（１）

 

　　

　　　　　　　　　家庭決算書　「Q　&　A」（１）
 

 

 

　

Q 「日常生活費」と「その他生活費」の内訳科目名がすでに設定されていますが、新たに科

目設定を追加したり、変更したりできますか。

A できます。「日常生活費」と「その他生活費」の内訳科目名は、「オプション」ボタンを

操作することで、３０科目まで自由に内訳科目名が設定できるようになっています。

Q 食料費などの入力データを野菜、肉、魚など品目ごとに並べ替えるなどして分析したいの

ですが、方法はありますか。

A
はい、あります。「科目月別残高」で食料費を選択し、「明細」ボタンをクリックすると

、月毎の明細一覧が表示されます。右肩にある「CSVファイルに書き出す」ボタンをクリ

ックすると、CSVファイルとしてデータ保存ができます。エクセルなど表計算ソフトの機

能を利用して、入力データの加工・分析が可能となります。

Q 「家庭決算書（「消費損益計算書」と「財産対照表」）」は、１カ月間の入力が終わって

から見るものでしょうか。

A 特に決められていません。「家庭決算書」のデータも入力ごとに更新されますので、いつ

でもチェックすることができます。

Q 食料費の内容の分析、たとえば、野菜とか果物など費目別に分けるとか、スーパー、コン

ビニ、ショッピングセンターなど購入場所別に分類することはできますか。

A

できます。科目月別残高をクリックし、科目選択から食料費を選択します。

該当する月を選び科目日別明細を開きます。ここで、「CSVへの書き出し」をクリックす

ることで、エクセルにデータを保存することができます。

このデータを、自分達の目的にあわせて、いろいろと加工することができます。



個人個人、内容を分析する目的は、異なりますので、自分達の目的に合った方法を選択さ

れると良いと思います。

Q 食料費、交通費など月別にその推移を知りたいのですが、その方法は、ありますか。

A
あります。家庭決算書をクリックし財産対照表と消費損益計算書の月次選択画面を開き

ます。ここで、「CSVへの書き出し」をクリックし、エクセルにデータを保存します。そ

して科目別の推移や全体の推移など目的に合った分析が可能になります。

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



家庭決算書　「Q　&　A」（２）

 

 

　　　　　　

　家庭決算書　「Q　&　A」（２）
 

 

 

　　　　

Q 　予算実績対照表の財産対照表で毎月の予算を入力しましたが、

　予算の留保財産の数字が自動計算されません

A

　予算実績対照表の財産対照表の予算の留保財産の数字は計算されないように作られてい

ます。

　それは、予算の場合、財産対照表と消費損益計算書の当期消費損益の金額が一致しなく

なるためです。

　予算では、消費損益計算書の当期消費損益のほうが必要とされるからです。

 

Q お米券や図書カード等の商品券やパスモ、スイカなどは、どのように処理したらよいの

でしょうか。

A

お米券や図書カード等の商品券は、現金等価物（通貨代用証券）として処理すべきもので

すが、現金と区分して扱ったほうが管理しやすいと思います。

現在、家庭決算書ダウンロード版では、特に区分をしておりませんので、

「その他預金」の欄に「商品券」という科目を設定されて、使われるとよいと思います。

また、パスモ、スイカなどの前払い方式を利用されている場合には、「その他資産」で処

理されるとよいと思います。

 

Q 定期預金を解約し、普通預金に入金された場合の処理はどのようにするのでしょうか。



A

定期預金を解約した場合、定期預金の元金部分と利息部分の合計金額が

普通預金に振り込まれます。

そこで、２つの仕訳が必要です。

１、定期預金の元金部分を普通預金の入金処理（相手科目は定期預金）をする

　　左方・(資産）普通預金 /　右方・（資産）定期預金

２、利息部分を、受取利息（特別収入）として、普通預金の入金処理をする

   左方・(資産）普通預金 /　右方・（特別収入）受取利息

　　ということになります。

 

 

Q オークションや古本屋への売却による収入の計上方法はどのようにすればよいのでしょ

うか。

A

消費損益計算書の特別収入の有価証券売却益他という科目をお使いになると

よいと思います。

　左方・(資産）現金 /　右方・（特別収入）有価証券売却益他

オークションや古本屋への売却による収入は、毎日あるものではないので、この科目で処

理をし、科目月別残高で、その内容を確認されるとよいと思います。

 

 

Q 収入から消費を差し引いた消費損益が赤字になってはいけませんか。

A

家庭経営では、消費損益が赤字だからといって必ずしも悪いということではありません。

例えば、今年消費損益が赤字の場合には、正味財産も同じ金額だけ減少しています。し

かし、大切なのは、赤字の原因をはっきり理解することです。たとえ赤字だからといって

、お金を消費したことによって得られる満足、すなわち消費満足が高ければ問題はありま

せん。そして、健全な家庭経営を維持し、自分達に合った、バランスの取れたお金の使い

かたを研究することが大切なのです。
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